
第3回 国連防災世界会議 パブリック･フォーラム 

被 災 者 の 心 を 支 え る た め に   
～東日本大震災支援のこれまで、そして今後の災害に備えて～ 

 

申込み・問合せ先： 公益財団法人 プラン・ジャパン   

TEL: 03-5481-0030  

Eメール：event@plan-japan.org 

【主催】 ケア宮城、公益財団法人プラン・ジャパン  

 日時：2015年3月15日(日) 13:30～17:00 

  会場：東京エレクトロンホール宮城（県民会館）401会議室 

＜基調講演＞ 

   「大災害後の回復力を高める～日本と世界への提言～」  

       ウニ･クリシュナン   （国際NGOプラン 緊急災害支援担当、医師） 

 

＜シンポジウム＞ 

   司会： 本郷 一夫  （東北大学大学院教育学研究科長・同教育学部長・教授） 

   話題提供者： 

   膳 三絵  （公益財団法人プラン・ジャパン コミュニケーション部）  

    小澤 義春  （支援者のための支援センターTOMONY共同代表）    

     畑山 みさ子  （ケア宮城代表・宮城学院女子大学名誉教授）            

   会場参加者との意見交換の時間もあります 

 

  *通訳あり 

◆会場案内◆  

東京エレクトロンホール宮城（県民会館） 

勾当台公園駅下車→出口「公園２」から徒歩３００メートル    

※お申込みの際は、お名前・所属・連絡先をお知らせください                  

当日参加も可能。参加費無料 

ケア宮城とプラン・ジャパンは第3回国連防災世界会議を支援しています  



 2011年3月11日の東日本大震災から4年が経ち、被災地および被災者は少しずつ元気を取り戻しつつありま

す。この支援活動を通して私たちが学んだことの一つが、大災害後の地域に根差した心理社会的支援の重

要性でした。プランの緊急支援専門家のウニ・クリシュナンによる基調講演では、心理社会的支援および地域

との連携の重要性について解説いたします。シンポジウムでは、話題提供者が東日本大震災後の地域支援

および支援者支援の実践の具体例を紹介します。会場の参加者を交えた討議では、今後の大災害に備えて

心の支援の在り方について話し合いたいと思います。多くの皆様のご参加を期待いたします。 

ケア宮城  www.sed.tohoku.ac.jp/~caremiya/  

 宮城県内の心のケアに当たる人たちを支援することを目的として、2011年4月に活動を開始。会員は、日

本学校心理士会宮城支部会員、日本臨床発達心理士会東北支部会員、宮城県臨床心理士会会員の有志

などにより構成されている。要請に応じて、県内各地の学校にて教員向けの心のケアのワークショップなど

を実施している。  

公益財団法人 プラン・ジャパン  www.plan-japan.org 

 国連に公認・登録された国際NGOとして、アジア・アフリカ・中南米50カ国で、子どもたちとともに地域開発

を進める。国際的には70年以上の歴史があり、日本では1983年に設立。東日本大震災に際し、緊急・復興

支援を展開した。 

本郷 一夫 （ほんごう かずお） 東北大学大学院教育学研究科長・同教育学部長・教授 

 専門は発達心理学、とりわけ子どもの社会性発達支援。 現在、教育学研究科長・教育学部長、臨床発達

心理士認定運営機構代表理事。 東日本大震災後は、保育所・幼稚園の保育者向け研修会の講師、巡回相

談、電話による発達相談に従事している。 ケア宮城の役員。 

畑山 みさ子 （はたやま みさこ） ケア宮城代表・宮城学院女子大学名誉教授 

 専門は発達心理学・臨床心理学。長年、保育者と教員の養成および現任保育者の研修等に当たってきた。

東日本大震災後の2011年4月に3つの心理士会の有志からなる「ケア宮城」を立ち上げ、宮城県教育委員会

と連携し、教員や保護者への研修を各地で開催。ボランティア支援者への支援活動も行っている。 

小澤 義春（おざわ よしはる） 支援者のための支援センターTOMONY共同代表  

 東日本大震災後の被災者支援に当たる人々への支援を目的とし、2012年2月にTOMONYを設立し、共同代

表。支援者の支援＝ケアする人のケアの必要性を広げる活動を展開。みやぎ生活協同組合執行役員・生活

文化部長・くらしの安心サポート部長として、みやぎ生協での被災者・困窮者支援活動も実施。 

膳 三絵  （かしわで みえ） 公益財団法人プラン･ジャパン コミュニケーション部マネジャー 

 国内の航空会社4社29年の勤務を通じて培った、組織運営や事業計画策定など多岐にわたるマネジメント

経験を活かして、開発途上国の子どもたちへの持続可能な支援に取り組む。2011年3月25日から1年3ヶ月に

わたり、仙台市に拠点を置いてプラン・ジャパン東日本大震災支援対策室長として支援活動に奔走した。 

ウニ・クリシュナン（Unni Krishnan） 国際NGOプラン 緊急災害支援担当、医師  

 1991年以来、インド、パキスタン、中国、アフガニスタン、ハイチなど、世界各地の災害・           

紛争地域において、人道支援のコーディネートや被災者の心理社会的ケアの支援を行って          

きた。また、国連が主導する国際支援のガイドライン作り（スフィア･プロジェクト議長、               

IASC委員など）にも深く関与。東日本大震災後、今回が4度目の来日となる。 

     ＝＝シンポジウム＝＝ 

     ＝＝基調講演＝＝ 

 講師・話題提供者の紹介 

 主催者のことば 

 主催団体の紹介 


